
第54回日本創傷治癒学会プログラム
【1日目】12月5日（木）

第1会場（2F 一橋講堂）

10:30～ 11:50	 シンポジウム 1「SSI、創傷治癒遅延を予防するための手術手技・術後ケアの工夫」

 司会  和田　則仁（神戸大学大学院医学研究科医療創成工学専攻）
 佐藤　道夫（国際親善総合病院）

SY1-1 大腸癌手術におけるSSIの臨床的重要性を再考する
1）日本医科大学付属病院消化器外科、2）日本医科大学多摩永山病院外科、3）日本医科大学医療管理学

松田　明久1）、丸山　　弘2）、山田　岳史1）、上原　　圭1）、進士　誠一1）、横山　康行1）、
高橋　吾郎1）、岩井　拓磨1）、宮坂　俊光1）、香中伸太郎1）、林　　光希1）、菅野　仁士3）、
吉田　　寛1）

SY1-2 泌尿器科におけるSSI、創傷治癒遅延予防　腹腔鏡手術からロボット支援手術へ
武蔵野徳洲会病院泌尿器科

小田金哲広

SY1-3 既往帝王切開に対してOGOG	projectに準じた方法で帝王切開を行った場合の	
創部変化の検討－OGOG	project	8－

1）東邦大学医療センター大森病院産婦人科、2）三重中央医療センター産婦人科、
3）富山県立中央病院産婦人科、4）東京慈恵会医科大学附属病院産婦人科、
5）鳥取大学医学部附属病院女性診療科群

長崎　澄人1）、榎本　尚助2）、草開　　妙3）、末光　徳匡4）、小松　宏彰5）

SY1-4 ケロイド・肥厚性瘢痕予防のための遠隔創部管理の取り組み	
－OGOG	project－

1）東京慈恵会医科大学産婦人科学講座、2）鳥取大学医学部附属病院女性診療科群、
3）富山県立中央病院産婦人科、4）三重中央医療センター産婦人科、
5）東邦大学医療センター大森病院産婦人科、6）亀田総合病院産婦人科

末光　徳匡1,6）、小松　宏彰2）、草開　　妙3）、榎本　尚助4）、長崎　澄人5）、
佐村　　修1）、岡本　愛光1）

13:10～ 14:10	 特別講演 1

 司会  木山　輝郎（武蔵野徳洲会病院）

SL1 無重力や寝たきりによる筋萎縮の栄養学的予防・治療法の開発
1）徳島大学宇宙医学・栄養学研究センター、2）徳島大学大学院医歯薬学研究部生体栄養学分野

二川　　健1,2）
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14:15～ 15:35	 シンポジウム 2「働き方改革・タスクシフトに伴う創傷管理の新たな展開」

 司会  紺家千津子（石川県立看護大学）
 吉田　　寛（日本医科大学消化器外科）

SY2-1 働き方改革・タスクシフトに伴う目立つ傷あと管理の新たな展開
日本医科大学付属病院形成外科・再建外科・美容外科

土佐眞美子、小川　　令

SY2-2 急性期病院における安全・安心な特定行為実践への取り組み
独立行政法人国立病院機構千葉医療センター

谷　　明美

SY2-3 多職種協働でできる継続的な創傷管理を目指して
公益社団法人地域医療振興協会公立黒川病院

佐々木多恵子

SY2-4 大学病院における創傷管理のタスクシフトの現状と課題
埼玉医科大学病院褥瘡対策管理室

松岡　美木

15:45～ 16:45	 特別企画「教えて！この傷はどう治せばいいですか？」

 司会  水野　博司（順天堂大学医学部形成外科学講座）
 松村　　一（東京医科大学形成外科学分野）

SS-1 下肢虚血を合併した人工膝関節露出に対し、持続局所抗菌薬灌流（CLAP）を	
併用し救肢しえた1例

1）東邦大学医療センター佐倉病院形成外科、2）千葉大学医学部形成外科

緒方　英之1）、西岡　　嶺1）、三川　信之2）

SS-2 難治性糖尿病性足潰瘍、静脈鬱滞性潰瘍の新しい治し方
1）順天堂大学医学部形成外科学講座、
2）順天堂大学大学院医学研究科再生医学､ 順天堂大学医学部形成外科学講座

藤井　美樹1）、田中　里佳2）、水野　博司1）

SS-3 ヒト羊膜使用組織治癒促進用材料により完全上皮化した静脈うっ滞性下腿難治性
潰瘍の治療経験

千葉大学医学部形成外科

三川　信之、永井幸司郎
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第2会場（2F 中会議場3+4）

10:30～ 11:21	 研究奨励賞講演

 司会  松村　　一（東京医科大学形成外科学分野）
 仲上豪二朗（東京大学大学院医学系研究科老年看護学／創傷看護学分野）

RE-1 肌理形成における表皮角化細胞分裂とKeratin17の関係
1）慶應義塾大学医学部、2）慶應義塾大学医学部形成外科、3）慶應義塾大学薬学部薬学科

種田　桐子1）、荒牧　典子2）、岡部　圭介2）、梶原ひかり3）、貴志　和生2）

RE-2 産婦人科医が実践する肥厚性瘢痕・ケロイド予防の多施設共同研究	
～OGOG	project	6 ～

1）鳥取大学医学部附属病院女性診療科群、2）富山県立中央病院産婦人科、3）亀田総合病院産婦人科、
4）東邦大学医療センター大森病院産婦人科、5）東京科学大学周産女性診療科、
6）三重中央医療センター、7）順天堂大学医学部産婦人科、8）秋田大学医学部附属病院産婦人科、
9）中野産婦人科、10）日本医科大学形成外科

小松　宏彰1）、草開　　妙2）、末光　徳匡3）、長崎　澄人4）、尾臺　珠美5）、榎本　尚助6）、
竹田　　純7）、小野寺洋平8）、中野　和俊9）、小川　　令10）

RE-3 免疫細胞を介した線維化退縮機構の解明
1）三重大学医学部形成外科、2）三重大学修復再生病理学、3）三重大学血液・腫瘍内科学

細見　謙登1）、丸山　和晃2）、今中　恭子2）、俵　　　功3）、成島　三長3）

11:21～ 12:01	 要望演題（口演）1「創傷治癒の基礎研究」

 司会  高木　　元（日本医科大学）

O1-1 殿部潰瘍に対する埋入植皮の有用性と新しい埋入植皮の手技
信州大学医学部形成再建外科学教室

掛川　恭吾、柳澤　大輔、藤田　賢吾、杠　　俊介

O1-2 演題取り下げ

O1-3 難治性潰瘍治療における3次元培養皮膚移植の創部温に関する検討
1）防衛医科大学校病院形成外科、2）防衛医科大学校防衛医学研究センター医療工学研究部門、
3）防衛医科大学校防衛医学研究センター生体情報・治療システム研究部門

東條　照太1）、宮崎　裕美2）、角井　泰之3）、中村　伸吾2）、東　　隆一1）

O1-4 急性及び慢性創傷に対するハイドロゲル創傷被覆材	ATKパッドの使用経験
1）東北大学大学院医学系研究科形成外科学分野、2）東北大学大学院医学系研究科看護技術開発学分野

松永　　拓1）、伊師　森葉1）、伊藤　永貴2）、今井　利郎1）、佐藤　佑樹2）、丹野　寛大2）、
菅野　恵美2）、今井　啓道1）

O1-5 結晶質多糖からなる新規創傷被覆材の特性と創傷治癒効果
山形大学大学院理工学研究科

山本　　修、ウォン セリーヌ

プ
ロ
グ
ラ
ム



12:10～ 13:00	 ランチョンセミナー 1　 共催：株式会社ヘリックスジャパン

 司会  木山　輝郎（武蔵野徳洲会病院）

LS1 水素療法の可能性について
和久医院

和久　晋三

14:15～ 14:55	 要望演題（口演）2「創傷治癒のプロセスとメカニズム」

 司会  菅野　恵美（東北大学大学院医学系研究科）

O2-1 バトロキソビンがマウス熱傷に与える影響の解析
1）東北大学大学院医学系研究科形成外科学分野、2）東北大学大学院医学系研究科看護技術開発学分野

今井　利郎1）、佐藤　佑樹2）、丹野　寛大2）、松永　　拓1）、伊師　森葉1）、庄司　未樹1）、
今井　啓道1）、菅野　恵美2）

O2-2 ATKパッドは創傷においてIL-6、VEGF産生及び肉芽形成を促進する
1）東北大学大学院医学系研究科看護技術開発学分野、2）東北大学大学院医学系研究科形成外科学分野

伊藤　永貴1,2）、佐藤　佑樹1）、鎌田　若菜1）、高屋敷玲奈1）、曽根　育恵1,2）、
川元　詩穂1）、今井　利郎2）、丹野　寛大1）、今井　啓道2）、菅野　恵美1）

O2-3 過去の肥満が皮膚創傷治癒と皮膚免疫反応に与える影響
1）東北大学大学院医学系研究科看護技術開発学分野、2）東北大学大学院医学系研究科形成外科学分野

鎌田　若奈1）、丹野　寛大1）、高屋敷玲奈1）、伊藤　永貴2）、川元　詩穂1）、曽根　育恵2）、
佐藤　佑樹1）、菅野　恵美1）

O2-4 C型レクチン受容体Dectin-1遺伝子欠損マウスにおける熱傷治癒促進機序の解析
1）東北大学大学院医学系研究科看護技術開発学分野、2）東北大学大学院医学系研究科形成外科学分野

佐藤　佑樹1）、丹野　寛大1）、今井　利郎2）、鎌田　若奈1）、高屋敷玲奈1）、伊藤　永貴2）、
曽根　育恵2）、川元　詩穂1）、菅野　恵美1）

O2-5 演題取り下げ

15:00～ 15:40	 要望演題（口演）3「医療機器関連圧迫創傷・スキンテア・失禁関連皮膚炎」

 司会  藤井　美樹（東京医科大学形成外科学分野）

O3-1 ビッグデータが教える褥瘡入院有病率とWOCナースの貢献度
1）静岡社会健康医学大学院大学社会健康医学研究科、2）磐田市立総合病院皮膚科

橋爪　秀夫1,2）、松浦　杏美1）、宮地　良樹1）

O3-2 病院機能から求められる褥瘡ケアの取り組み	
～褥瘡患者を中心としたチーム医療の現状

1）東鷲宮病院循環器・血管外科褥瘡・創傷ケアセンター、2）東鷲宮病院看護部、3）東鷲宮病院栄養科、
4）東鷲宮病院リハビリテーション科

水原　章浩1）、佐藤美香子2）、八島真理子2）、粒来　直美2）、柳　　茉莉3）、岸　幸二郎4）
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O3-3 骨盤内容全摘術後の仙骨部褥瘡
1）兵庫医科大学医学部形成外科、2）兵庫医科大学医学部下部消化管外科

西本　　聡1）、石瀬　久子1）、笹瀬　啓司1）、藤原　敏宏1）、河合建一郎1）、垣淵　正男1）、
木村　　慶2）、池田　正孝2）

O3-4 尿道カテーテルの長期留置による医原性重度尿道下裂の治療経験
千葉大学医学部形成外科

三川　信之、山本衣里奈、山田香穂子

O3-5 不死化ヒト脱落乳歯歯髄幹細胞のセクレトーム投与による褥瘡モデルマウスの	
皮膚潰瘍形成の抑制効果

東京医科大学医学総合研究所免疫制御研究部門

村上　史浩、片平　泰弘、長谷川英哲、井上　槙也、宮川　聡美、堀尾　江里、
山口　夏輝、山岸　美宇、園田寿希心、穴水　弘光、米戸　敏彦、徐　　明利、
溝口　　出、善本　隆之

15:45～ 16:25	 要望演題（口演）4「ケロイド・肥厚性瘢痕」

 司会  森本　尚樹（京都大学大学院医学研究科形成外科学）

O4-1 術後患者への術後創傷ケアの導入・実践について	
～テープケアでよりきれいな傷あとを目指して～

1）榊原記念財団付属榊原記念病院看護管理部、2）日本医科大学多摩永山病院形成外科

櫻井　有世1）、山田　翔平1）、皆川　　葵1）、山崎　映美1）、藪野　雄大2）

O4-2 自家組織乳房再建における乳房部とドナー部の瘢痕評価
東京医科大学病院形成外科学分野

樋口裕里子、鈴木　実紗、小宮　貴子、花野　　舞、松村　　一

O4-3 脂肪移植による瘢痕治療
順天堂大学医学部形成外科学講座

池井　優香、水野　博司

O4-4 誰にでも見つけられる浅筋膜の同定法	
～帝王切開術での閉創の工夫、OGOG	project	7 ～

1）富山県立中央病院産婦人科、2）鳥取大学医学部附属病院女性診療科群、
3）三重中央医療センター産婦人科、4）東京慈恵会医科大学産婦人科学講座、
5）東邦大学医療センター大森病院産婦人科

草開　　妙1）、小松　宏彰2）、曽根　香穂1）、宇佐美拓哉1）、榎本　尚助3）、末光　徳匡4）、
長崎　澄人5）、谷村　　悟1）

O4-5 「OGOGプロジェクトの目指す創部管理」ハンズオンセミナー開催報告	
～OGOGプロジェクト10 ～

1）三重中央医療センター産婦人科、2）福岡大学病院産婦人科、3）JAとりで総合医療センター産婦人科、
4）秋田大学医学部附属病院産婦人科、5）熊本大学病院産婦人科、
6）東京慈恵会医科大学附属病院産婦人科、7）東京かつしか赤十字母子医療センター産婦人科、
8）東邦大学医療センター大森病院産婦人科、9）富山県立中央病院産婦人科、
10）鳥取大学医学部附属病院女性診療科群

榎本　尚助1）、漆山　大知2）、尾臺　珠美3）、小野寺洋平4）、小寺　千聡5）、末光　徳匡6）、
杉田　洋佑7）、長崎　澄人8）、草開　　妙9）、小松　宏彰10）
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第54回日本創傷治癒学会プログラム
【2日目】12月6日（金）

第1会場（2F 一橋講堂）

9:30～ 11:10	 International	Session

 Moderator  吉田　　昌（国際医療福祉大学病院外科）
 Rodney Dofitas（Department of Surgery, Deputy Director for Health Operations at Philippine General Hospital）

IS-1 Novel	Roles	for	Lymphocytes	in	Achieving	Regenerative	Wound	
Repair

Chief of Pediatric Surgery 
Clayton Endowed Chair in Surgery 
Surgical Director of Research 
Professor, Departments of Surgery, 
Pediatrics & OB/Gyn 
Texas Children’s Hospital 
Baylor College of Medicine

Sundeep G. Keswani

IS-2 Type	III	Collagen:	Positive	Regulator	of	the	Biochemical	and	
Biomechanical	Microenvironment	During	Cutaneous	Wound	Healing

Corinne R. and Henry Bower Professor of Small Animal Surgery 
University of Pennsylvania School of Veterinary Medicine

Susan Volk

IS-3 Outcomes	of	esophageal	and	gastroesophageal	anastomotic	leak	
in	the	Philippine	General	Hospital

Division of Surgical Oncology, Head and Neck Surgery, Philippine General Hospital, University of 
the Philippines Manila

Michelle C. Francisco-Mbitock、Rodney Dofitas

IS-4 The	Role	of	Wound	Care	Nurses	as	Members	of	a	Multidisciplinary	
Team

Wound Care Nurse, Severance Hospital Yonsei University Health System, Republic of Korea

Eun Jin Han

IS-5 Vasopressor	Injuries	-	A	Comprehensive	Review
Department of Plastic and Reconstructive Surgery, Dankook University College of Medicine

Hyonsurk Kim

11:20～ 11:50	 会長講演

 司会  貴志　和生（慶應義塾大学形成外科）

PL 創傷治癒と消化管
1）武蔵野徳洲会病院消化器外科、2）日本医科大学付属病院消化器外科

木山　輝郎1,2）
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13:00～ 14:00	 特別講演 2

 司会  木山　輝郎（武蔵野徳洲会病院）

SL2 細胞の鉄動態調節機構とその破綻による細胞死誘導
1）京都大学理事副学長、2）京都大学大学院医学研究科細胞機能制御学

岩井　一宏1,2）

14:40～ 16:20	 シンポジウム 4「病院機能から求められる褥瘡ケアの取り組み」

 司会  須釜　淳子（藤田医科大学社会実装看護創成研究センター）
 西本　　聡（兵庫医科大学）

SY4-1 大学病院における褥瘡ケアの質保証のための取り組み
東京大学医学部附属病院看護部

宇野　光子

SY4-2 アウトリーチで知る小規模病院の褥瘡対策の現状
大阪府済生会吹田病院

間宮　直子

SY4-3 大学病院における褥瘡管理の現状について
日本医科大学付属病院看護部

稲田　浩美

SY4-4 中規模病院の創傷外科センターを開設し半年経過した現状と課題
1）社会医療法人高清会高井病院創傷外科センター、2）社会医療法人高清会高井病院看護部

出端　祥成1）、高木　　正1）、丸山　真由2）、有川万里子2）、東　　康成2）、笠原　真弓2）

SY4-5 病院規模が褥瘡対策へ与える影響と課題	
～療養病棟を有する中規模急性期病院の一例～

医療法人徳洲会武蔵野徳洲会病院看護部

間瀬　直子

SY4-6 褥瘡チームの現状と課題
1）市立芦屋病院、2）兵庫医科大学病院形成外科

荒木　　緑1）、阪本　純子1）、西本　　聡2）
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第2会場（2F 中会議場3+4）

9:30～ 10:10	 要望演題（口演）5「再生医療」

 司会  松﨑　恭一（国際医療福祉大学医学部形成外科）

O5-1 in	vivoにおけるミトコンドリア移植の創傷治癒効果について
信州大学医学部形成再建外科学教室

高清水一慶、杠　　俊介

O5-2 架橋剤ゲニピンが創傷に与える影響の検証
1）京都大学大学院医学研究科形成外科学、
2）北海道大学大学院先端生命科学研究院細胞ダイナミクス科学研究室、
3）北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室

澤良木詠一1）、坂本　道治1）、石原誠一郎2）、野原　拓馬3）、夏賀　　健3）、芳賀　　永2）、
森本　尚樹1）

O5-3 Human	mesenchymal	stem	cell	（hMSC）	sheets	promote	wound	
healing	in	a	murine	skin	defect	model

1）Department of Plastic and Reconstructive Surgery, Graduate School of Medicine, Kyoto 
University, Kyoto, Japan、2）PharmaBio Corporation, Kawasaki City, Kanagawa, Japan

趙　　倩楠1）、坂本　道治1）、りえんきょうこ1）、澤良木詠一1）、草野　　仁2）、
森本　尚樹1）

O5-4 Self-assembled	3D	human	dermal	tissue	promotes	skin	wound	
healing

1）京都大学医学研究科形成外科学、2）ティシューバイネット株式会社、
3）公立小松大学保健医療学部臨床工学科

董　　　航1）、仲野　孝史1）、山中　浩気1）、坂本　道治1）、大野　次郎2）、山岡　哲二3）、
森本　尚樹1）

O5-5 Leveraging	Extracellular	Vesicles	for	Enhanced	Wound	Healing:	
A	Novel	Cell-Free	Approach	in	Regenerative	Medicine

京都大学iPS細胞研究所（CiRA）

Denise Zujur、池谷　　真

10:10～ 11:10	 シンポジウム 3「在宅医療における創傷管理の実際と今後の展開」

 司会  峰松　健夫（石川県立看護大学）
 水口　義昭（やよい在宅クリニック）

SY3-1 在宅診療における形成外科医と褥瘡ケアチームによる創傷治癒管理
やよい在宅クリニック

水口　義昭

SY3-2 創傷専門の訪問診療所を運営して	
～創傷管理の実際と今後の展開～

医療法人社団心愛会TOWN訪問診療所

木下　幹雄
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SY3-3 在宅における褥瘡・創傷管理の実際ならびに管理～高価な医療材料を使わない方法
1）東鷲宮病院循環器・血管外科褥瘡・創傷ケアセンター、2）東鷲宮病院看護部

水原　章浩1）、佐藤美香子2）、八島真理子2）、粒来　直美2）

12:00～ 12:50	 ランチョンセミナー 2　 共催：一般社団法人徳洲会

 司会  木山　輝郎（武蔵野徳洲会病院）

LS2 スポーツ診療と創傷治癒
湘南鎌倉総合病院スポーツ整形外科

高森　草平

14:40～ 16:00	 シンポジウム 5「創傷治癒に対する再生医療の基礎的研究」

 司会  青木　茂久（佐賀大学医学部病因病態科学講座探索病理学分野）
 田中　里佳（順天堂大学医学部形成外科学講座）

SY5-1 脂肪組織由来治療プロダクトを用いた創傷予防と神経再生効果
自治医科大学形成外科

素輪　善弘、戸代原彬宏、樋貝　詩乃、斎藤　夏美、須永　　中、吉村浩太郎

SY5-2 生体外増幅培養末梢血単核球による創傷治癒効果の作用機序解明と	
新たな治療法の探求

1）順天堂大学大学院医学研究科再生医学、2）順天堂大学医学部大学院形成外科学講座、
3）順天堂大学大学院難病の診断と治療研究センター

姜　　　森3）、平野　理恵1）、古川　聖美1）、森重　侑樹1）、藤村　　聡1,3）、
藤井　美樹2,3）、福田　太郎2）、田中　里佳1,2 ,3）

SY5-3 皮膚創傷に対する新規治療材料の開発
京都大学大学院医学研究科形成外科学

坂本　道治、澤良木詠一、Yuanjiaozi Li、森本　尚樹

SY5-4 液体肝臓の開発～先天代謝異常の治療法開発を目指して～
横浜市立大学大学院生命ナノシステム科学研究科生命環境システム科学専攻

小島　伸彦
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ポスター会場（1F 特別会議室）

14:05～ 14:35	 一般演題（ポスター）1「創傷治癒のプロセスとメカニズム」

 司会  丹野　寛大（東北大学大学院医学系研究科看護技術開発学分野）

P1-1 乳酸菌Enterococcus	faecalis	KH2が熱傷治癒過程に与える影響
1）東北大学大学院医学系研究科看護技術開発分野、2）東北大学大学院医学系研究科形成外科学分野

曽根　育恵2）、佐藤　佑樹1）、今井　利郎2）、鎌田　若奈1）、高屋敷玲奈1）、伊藤　永貴2）、
川元　詩穂1）、丹野　寛大1）、菅野　恵美1）

P1-2 リゾホスファチジン酸（LPA）による皮膚創傷モデルへの薬効評価
1）福井大学医学部看護学科、2）福井大学学術研究院基盤部門テニュアトラック推進本部、
3）福井大学学術研究院医学系部門血管統御学

山本　愛花1）、高良　和宏2）、木戸屋浩康3）

P1-3 OSMRβ-mediated	signaling	on	resident	fibroblasts	promotes	
healing	of	diabetic	skin	wounds

1）和歌山県立医科大学医学部法医学講座、2）和歌山県立医科大学医学部解剖第二講座、
3）東京大学定量生命科学研究所幹細胞創薬社会連携部門

石田　裕子1）、國中　由美1）、小森　忠祐2）、野坂みずほ1）、木村　章彦1）、宮島　　篤3）、
森川　吉博2）、川口真理子1）、近藤　稔和1）

P1-4 マウス深部静脈血栓症モデルにおけるCX3CR1-CX3CL1の病態生理学的役割
の解明

和歌山県立医科大学法医学講座

野坂みずほ、石田　裕子、國中　由美、石上安希子、山本　寛記、大迫　美優、
木村　章彦、島田　栄美、川口真理子、向田　直史、近藤　稔和

P1-5 糖尿病マウスの創傷治癒過程におけるTrichophyton mentagrophytesの	
組織形態的影響

1）名古屋大学大学院医学系研究科先端医療情報学領域生体機能科学分野、
2）藤田医科大学大学院保健学研究科看護学領域基礎・統合看護学分野

有賀　公亮1,2）、竹原　君江2）、亀高　　諭1）

14:05～ 14:35	 一般演題（ポスター）2「創傷感染・SSI」

 司会  竹原　君江（藤田医科大学保健衛生学部看護学科）

P2-1 ステントグラフト内挿術後の創治癒に問題を来した患者の要因分析
社会福祉法人恩賜財団済生会熊本病院

伊津野　恩、佐藤　陽子、桂　　優子

P2-2 ソホロファインバブルを用いて洗浄したクリティカルコロナイゼーション創に	
おける細菌の組織内分布

1）石川県立看護大学看護学部成人看護学、
2）石川県立看護大学大学院看護学研究科共同研究講座看護理工学、
3）サラヤ株式会社サラヤ総合研究所

峰松　健夫1）、大貝　和裕2）、長谷川陽子2）、脇坂　　都3）、加藤　頼子3）、尾田　友香3）、
吉田　　智3）、平田　善彦3）
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P2-3 高齢者における熱傷重症度評価と臨床像の乖離について
1）順天堂大学医学部形成外科、2）戸田中央総合病院形成外科

ホシオ真由1,2）、清水　　梓2）、水野　博司1）

P2-4 開心術一次閉鎖創の創傷管理におけるタスクシフトの実際と今後の展望
日本医科大学千葉北総病院

若狭　竜太、加瀬　寛恵

P2-5 再発を繰り返す患者の足を救う～フットケアに対する看護師の意識調査～
1）神戸大学医学部附属病院看護部、2）神戸大学大学院医学研究科形成外科学分野足病医学部門、
3）神戸大学大学院医学研究科形成外科学

喜納　　歩1）、岡田　唯奈1）、安田　遼太1）、井藤　夏子1）、出嶋　由佳1）、辻　　依子2）、
寺師　浩人3）

14:05～ 14:35	 一般演題（ポスター）3「褥瘡・MDRPU（医療関連機器圧迫創傷）」

 司会  四谷　淳子（福井大学学術研究院医学系部門看護学領域）

P3-1 褥瘡発生患者におけるリスク薬剤処方の有無についての調査
松原徳洲会病院薬剤部

河内　仁志、坂上　　俊

P3-2 褥瘡患者へのコラーゲンペプチド高含有液状濃厚流動食（リカバリーK5）の	
有用性

1）東鷲宮病院循環器・血管外科褥瘡・創傷ケアセンター、2）東鷲宮病院栄養科

水原　章浩1）、柳　　茉莉2）、野須久美子2）、原　　梨奈2）

P3-3 仙骨部褥瘡にメピテルワン等を下敷きにしてNPWTを行う工夫
1）東鷲宮病院循環器・血管外科褥瘡・創傷ケアセンター、2）東鷲宮病院看護部

水原　章浩1）、佐藤美香子2）、八島真理子2）、粒来　直美2）

P3-4 ポケット形成を伴う褥瘡における局所陰圧閉鎖処置実施時の工夫	
―創周囲広範囲皮膚固定の有効性―

1）医療法人社団成和会西新井病院看護管理部、2）医療法人社団成和会外科

石黒　幸子1）、今野　宗一2）、臼田　敦子2）

P3-5 慢性創傷におけるユベラ軟膏の有効性
1）医療法人徳洲会宇和島徳洲会病院、2）表参道スキンクリニック大阪院

中島由美子1）、田中　克弥2）

14:05～ 14:35	 一般演題（ポスター）4「症例報告」

 司会  大貝　和裕（石川県立看護大学大学院看護学研究科共同研究講座看護理工学）

P4-1 クローン病による腸管皮膚瘻術後の難治性腹部皮膚瘻に対し複数回手術により	
治癒し得た治療経験

兵庫医科大学形成外科学講座

石瀬　久子、河合建一郎、西本　　聡、垣淵　正男
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P4-2 褥瘡治療により生じたヨードホルム急性中毒の1例
武蔵野徳洲会病院看護部

山下　奈々、原田　幹子、伊東佑里子、寺島美智子、間瀬　直子、佐々木悦子、
木山　輝郎、稲冨　和代

P4-3 チーム医療により下肢切断を回避した広範囲フルニエ壊疽患者
済生会熊本病院

山形　朝子、松下　明美、坂田　憲亮、塚本　雅代

P4-4 当院での難治性潰瘍部位における薬学的アプローチにより創傷部位の縮小に	
影響を与えたと考えられる一例

医療法人徳洲会武蔵野徳洲会病院薬剤部

佐藤　和義、杉山　翔一

P4-5 外耳道がんの自壊創に対してプロントザン　ソリューションで洗浄処置した一例
医療法人徳洲会鎌ケ谷総合病院

磯邊さやか
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